
1Horikawa Seminar Prospectus 2025

堀川ゼミ
募集要項
2 0 2 5
Seminar Prospectus

Horikawa
Seminar

Dept. of Sociology
Hosei University



2Horikawa Seminar Prospectus 2025

Say it with data（裏付けをもって語ろう）——
堀川ゼミの精神はこの一言に見事に表現されていま
す。それは「現場を歩き，足で考える」ということです。“
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私達の目指すもの
堀川ゼミへの招待

“Say it with data.”（裏付けをもって語ろう）——堀川ゼミの目指す

ものはこの一言に的確に表現されています。それは「現場を歩き，

足で考える」ということです。他人の意見の受け売りやテレビで見聞

きしたことをなぞるだけでなく，自らの足と頭，眼を使って考えに考

え抜き，自分の言葉を紡ぎだすことこそ，私達，堀川ゼミの目指す

ものです。

そのために，私達は何を学ぶのでしょうか。端的に言えばそれ

は「方法」です。試験範囲の英文を暗記しただけの人は，範囲

外の英文を一人で読み解くことはできません。範囲内の「正解」

を知っているだけで，読む「方法」を知らないからです。しか

し，英文法と辞書の使い方を知っていれば，一人で未知の英文

も（すらすらとはいかなくとも）読み解いてゆくことができま

す。初見の英文であっても動じることはありません。なぜなら，

「方法」を知っているから。堀川ゼミでは，具体的な社会問題を

研究する過程で，社会を見る「方法」を学ぶことを目指します。

卒業しても古びないもの，それは「知識」ではなく「方法」です。

実際にゼミ生は，各自の選んだテーマで卒業論文を執筆し，高

度な知識のみならずこの「方法」をも身に付けてゆきます。そ

の際，堀川ゼミでの卒論指導の原則は「自己ベスト更新への挑

戦を支援する」です。「もう，これ以上は無理だ。これで卒論は

完成ということにしよう」と早上がりしがちな学生に「待った」

をかけ，限界と思った地点を超えてもうひとがんばりさせるこ

と——そんな「自己ベスト更新」を支援することが，ゼミでの

教員の仕事だと考えています。

自らの限界を自分で打ち破って，想像もできなかった広い視野

がパッと開けた瞬間，きっと君は気がつくはずです。あきらめ

ずに走りきった者だけに許される「勝利の美酒」が本当にある

ということを。この一文は，その美酒への招待状に他なりません。
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堀川ゼミでの指導の原則は「自己ベスト更新」で
す。「もう，これ以上書けない。これで卒論は完
成だ」と言う学生の「自己ベスト更新」を支援す
ること。これがゼミでの教員の仕事だと思います。

“
”
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2025 年度（第 23期生）
募集要領

■ 堀川ゼミの概要——応募前に知っておきたい事柄

通常のゼミは，おおよそ下記のように運営されます。今年度の

履修者との相談で決まる部分もありますが，基本線は同じです。

開講時間　演習［1］月 5 限（於ゼミ室；人数によっては堀川の

研究室）です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゼミの基本テーマ　基本的には都市問題か環境問題に興味のあ

る学生を対象とします。キーワードでいえば，「社会学，都市問題，

環境問題，歴史的環境，公害，社会調査，フィールドワーク」といっ

たところとなるでしょう。具体例でいえば，都市問題系では「都

市社会学，都市計画，再開発，景観問題，町並み保存，まちづくり，

アメニティ，都市空間，住宅問題」など，環境問題系ならば「環

境社会学，公害問題，足尾銅山鉱毒事件，水俣病事件，公害汚

染地域の再生，環境保護運動，リサイクル運動」などです。
※ まだ未定ですが，担当教員・堀川が 2026 年度の一年間，研究専念

期間（サバティカル期間）を取得する可能性があります。その場合，

2026.4 ～ 2027.3 は代講の教員が指導にあたります。堀川が信頼・尊敬

する他大学教員に代講をお願いする予定です。予めご了承の上，ご応

募ください。

指導内容　基本的には，下記の 3 分野において指導がなされま

す：

（1）研究に必要な技術の学習（パソコン，データベース，ノー

トテイキング等）

（2）基礎的な文献の読破（精読と多読，英語文献への挑戦）

（3）ゼミ論文の執筆（年度の終わりの修了論文〔ゼミ論〕と卒

業論文〔卒論〕）

演習（ゼミ）の進め方　課題文献を全員が熟読してきたうえで，
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レポーター 1 名が内容を簡潔に要約します。内容を過不足無く

理解し，重要な論点を端的に指摘します。それを受けてコメン

テーター 1 名が文献の持つ可能性や限界，問題点や疑問点，批

判点をあげて議論の口火を切ります。その後は教員も交えて縦

横無尽に議論する——これが毎週の演習の進め方です（後期か

らはスケッチャー 1 名が当日の議論内容の概要をまとめてプリ

ントにして翌週に配付，議論の中身を再確認します）。通常，
17:20 に開始して，19:10 ごろまで行います。

サブゼミ　正規の演習（本ゼミ）とは別に，ゼミ生による「サ

ブゼミ」も，堀川ゼミの活動の重要な柱のひとつです。サブゼ

ミは，教員抜きのゼミです。ここで議論の続きをしたり，お互

いの素朴な疑問を出しあったり，あるいはゼミ文献の予習を一

緒にやったり。サブゼミ運営の仕方は，学生同士で話し合って

決定します。年度によっては，T.A. (Teaching Assistant) の大学

院生が相談役として参加してくれる場合もあります。

演習のモットー　堀川演習のモットーは “Say it with data.”（「裏

付けのある主張をしよう」「データで語ろう」）です。これはア

メリカの著名な統計入門書の書名 Say it with Figures（邦訳『数

字で語る』）に由来しています。データと言い換えてあるのは，

インタビューなどの質的データを積極的に採用しているゼミだ

からです。いすれにせよ，机上の空論ではなく，地に足をつけ

た議論を目指している，という意味です。

演習の年次予定　下記の年間計画によって運営されます：

【 I ゼミ】 前期 社会学の基礎文献の講読

  夏休 ゼミ合宿

  後期 古典講読 -1・各自のゼミ論構想発表

【 II ゼミ】 前期 古典講読 -2・短い英語論文の翻訳

  夏休 ゼミ合宿

  後期 文献講読・各自のゼミ論構想発表

【 III ゼミ】 前期 各自の卒論研究・フィールドワーク

  夏休 ゼミ合宿

  後期 卒論構想案にもとづく集中討議

  1 月中旬 卒論提出（4 年生）

  1 月下旬 ゼミ修了論文提出（2-3 年生）

  1 月末 卒論公開口頭試問・The Dinner
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演習の行事　下記のように行事はそう多くはありませんが，基

本線は「メリハリのあるゼミ生活」です：
・新歓食事会（4 月中旬から下旬にかけて）

・ゼミ BBQ パーティー（5 月）

・サブゼミ（週一回）

・OB/OG と語る会（就職相談会を兼ねています）

・夏合宿（2 泊 3 日）

・卒論公開口頭試問

・The Dinner（公開審査の直後；皆でお洒落をしてフレンチ・レ

ストランで本式のディナーを食べて語らいます）

■ 卒業生の進路

1997 年度に始まった堀川ゼミでは，現在までに 20 期のゼミ生

が多摩キャンパスを巣立っていきました（21 期生が 4 年次に在

籍中）。主な進路を列挙すれば以下のようになります：

・NEC ネクサソリューションズ  ・（株）スズケン

・（株）東急コミュニティー  ・中央労災防止協会

・UR 都市機構    ・自営農

・東京都住宅供給公社   ・日本ハウジング

・（株）システックス   ・丸の内ホテル

・日本事務器株式会社   ・四谷学院

・Starbucks, Inc.    ・凸版印刷（株）

・全日空システム企画（株）  ・（株）丸善

・（株）大京アステージ   ・Google, Inc.

・相模原市役所    ・学校法人 関東学院

・泉総合法律事務所   ・みずほ東芝リース

・大建工業デザイン研究所  ・デーリー東北（記者）

・Nexco 東日本    ・学校法人 長野大学

・（株）リアライブ   ・共立株式会社

・NHK（記者職）   ・宮城県庁

・市原市役所    ・都労働基準監督署

・東京都庁    ・横浜市役所

・鎌倉市役所    ・（株）ワタル

・讀売新聞（記者）   ・神奈川新聞（記者）

・立教大学社会学部教授（環境社会学，経済社会学担当）

・京都女子大学准教授（地域社会学，環境社会学，都市政策論担当）

・上智大学大学院総合人間科学研究科博士課程（社会学専攻）

・オクラホマ州立大学大学院修士課程（環境社会学専攻）

・早稲田大学大学院人間科学研究科修士課程（地域・地球環境科学

研究領域）



8Horikawa Seminar Prospectus 2025

Photos by: * Saburo H
orikaw

a    † Satoshi M
orihisa (’00)    # Satoko K

usunoki (’12)    + H
ajim

e K
im

ura (O
birin U

niversity)

#

†

*

#

*

*

#

#

*

*

*

*

**

*

*

*

*

+

*



9Horikawa Seminar Prospectus 2025

・University of Stirling Graduate School など

■ 演習の「売り」

（1）論文の個別指導を受けることができます。

（2）フィールドワークをもとにして論文／ルポルタージュ／新聞記

事を書いてみたいと思っている人に対して具体的なアドバイス

をすることができます。

（3）関連する学問領域が複数にわたるため，受講者の今後の学習，

とりわけ卒論に参考になる事項が学べます。

（4）大学生として必要な基礎技術がキチッと学習できます。

（5）程よい規模のゼミで，仲間のサポート・叱咤激励のなかで勉強

をすすめることができ，良い人間関係が構築可能です。

（6）サブゼミや合宿の企画・運営は，大幅に学生に任されています

ので，自分たちの希望を反映させることが可能です。

（7）過去 7 名が大学院に進学（うち学会賞受賞 5 回）したことが示

すように，楽しい中にも高いレヴェルの議論が可能です。また，

院入試対策への助言が得られます。

（8）卒論口頭試問の後，八王子の小さなフレンチ・レストランを借

り切って行う卒業の宴（The Dinner）は，卒業生が繰り返し語

るほど，心に残る素敵な行事です。

■ 2025 年度選考要領

募集人数 最大 15 名程度（演習［1］）
ゼミ説明会 3 月 28 日［金］14:00 〜 15:00; 304 教室
ゼミ選考面接 3 月 31 日［月］13:00 〜  716 教室（控室 715）

選考方法　入ゼミ希望者は 3 月 30 日［木］）23:59 までに担当教

員のメールアドレス（sab@hosei.ac.jp）宛てに「入ゼミレポート」

を提出してください。各自の興味関心，テーマ，自己紹介など

を記した「入ゼミレポート」（A4 判で 2 ～ 4 頁程度）と「面接」（15

～ 30 分）の結果をもとに選考し，後日，結果を 2 階事務課前の

ゼミ掲示板に掲示します。必ず，このゼミ募集要項パンフの各

所を熟読のうえ，応募してください。

応募者への希望　受講条件として，下記の 5 点を学生諸君に求

めたいと思います：
（1）正規の時間以外に週 1 回実施するサブゼミに参加すること

（2）きちんと毎回出席し，熱意をもって課題等を実行すること

（3）課題以外にも自分で主体的に文献を探して読んでくること
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（4）自分にとって揺るがせにできない疑問を考えてみたいと思って

いること

（5）「教員から教えてもらう」態度ではなく，自分から積極的に学ぼ

うとすること

ゼミ公式サイト　https://horikawa-seminar.ws.hosei.ac.jp/

■ 担当教員・堀川三郎のプロフィール

・“Say it with data.” をモットーに，学生のころから一人で

「現
フィールド

場」を歩き，自分の目と足で調査することを続けてきまし

た。1984 年早春，北海道小樽市で小樽運河の保存問題に触れ

て以来，現在も調査を継続中。古い町並み（歴史的環境）を残

すことは「好事家の手慰み」ではなく，人間と環境との関係に

ついて何か大切なことを語りかけているのではないか－この問

題意識が私の研究の原点です。その小樽を基準点として，他

の町並み保存の現場（近江八幡，妻籠，伊根，川越，鞆の浦，
Boston, Cambridge, New York, Tampa, St. Louis, Charlottesville, 
Williamsburg, Charleston, Savannah, Chicago, Washington, D.C., 
Venezia, Norwich, Paris, 南京，蘇州，ソウルなど）や公害被害

地（水俣や足尾，Love Canal [NY] など）を歩き回るうちに，

研究することの楽しさや難しさといったものが少し見えてきた

ように思います。ゼミではそれを伝えられたらと思っています。

・（「著者略歴」風に書けば）1997 年に法政に着任，現在，法政

大学社会学部教授。慶應義塾大学大学院社会学研究科博士課程

修了，博士（社会学）。専門は環境社会学，都市社会学，日米比

較社会論。「環境社会学」「社会調査実習」「外書講読〔社会学〕」

などを担当。東京大学客員助教授，ハーヴァード大学ライシャ

ワー研究所客員研究員，慶應義塾大学大学院訪問教授，『環境と

公害』編集同人，南京大学社会学院客員教授，国際社会学会理

事（RC24, ISA）等を歴任。現在，環境社会学会会長，ハーヴァー

ド大学ライシャワー研究所連携研究員。趣味は登山，バロック

音楽鑑賞。写真とデザイン（特にブックデザイン）活動は，自

ら主宰する想像上のデザイン・ハウス “Studio 1110” を通じて行

なっている。著書は『町並み保存運動の論理と帰結』（単著，東

京大学出版会，2018 年），『原発災害・避難年表』（共編著，す

いれん舎，2018 年），Japanese Constitutional Revisionism and Civic 
Activism ( 共著，Lexington Books, 2021.4), Why Place Matters ( 単

著，Springer, 2021.6) など。

・詳しくは堀川および堀川ゼミの公式サイトをご覧ください。

堀川ゼミ公式サイトへの QR コード

Horikawa
Seminar

Dept. of Sociology
Hosei University

堀川ゼミの公式ロゴ（デザイン＝堀川三郎）

セントルイスの文書館にて史料を複写中（2023）

Photo courtesy of M
olly at M

issouri H
istorical Society, 2023.
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■ 卒業生は語る——「堀川ゼミ」とは何であったのか

□　ゼミでの忘れられない思い出

なにか大学生らしいことがしたいと，サークルの先輩に薦め
られて，堀川ゼミへ参加したことがきっかけでした。それ

まで，受動的に生きてきた私がはじめて自分からやりたいこと
を見つけ，アクションを起こし，卒業論文という形として out 
put を出せた思い出の場所であったと思います。自分がやりた
いことを先生やゼミ生のみんなに支えられながら思う存分に進
められるという経験は，社会人になっても得られるものではな
いと思います。また，堀川ゼミで培った “Say it with data” といっ
た考え方や経験は社会にでてからもとても重要になると私は確
信しています。（4 期生・田渕由記・情報関連会社勤務） 

□　基盤形成の場として堀川ゼミ

ちょっと大げさな表現をすると，私にとっての堀川ゼミは「自
分の基盤を形成した場」だと思う。堀川ゼミという “場”

を通じて，いままで「当たり前」だと思っていたことに疑問を
持つようになった。疑問について，真剣に考えるようになった。
自分の頭の中にある考えを他の人に正しく伝えるには，どんな
言葉を使ってどうやって話せばよいのだろうかと，意識するよ
うになった。相手が話している言葉を聞くだけでなく，その背
景や前提まで含めて理解するための努力をするようになった。
私は “SE” という，ゼミの内容とは一見なんの関連性も持たな
い職業に就いているけれど，堀川ゼミで学んだ「考えること」「人
に伝えること」「人の話を聞くこと」は，私の強みとなっている。

（4 期生・宗像美智子・NEC ネクサソリューションズ勤務） 

□　From 研究室 To 日常

問うべきテーマって何だろう。ゼミに入ってから，常日頃自
分に問いかけている課題だ。ゼミでは，文献講読をし，そ

の文献についてまとめたレジュメを持ち寄ってディスカッショ
ンをする。例えば，「電車内で化粧をしている人に不快感を覚え
る」理由について，公共圏と親密圏という概念を使って議論し
ていった。文献に書かれている内容で十分か，何か新しい切り
口もあるのではないか。活発な議論が出来るときもあれば，考
え込んで沈黙が続くときもある。さらには，堀川三郎，もとい “堀
川しゃべろう” の独演会になることも……（笑）。そんなゼミ活
動を通じ，社会学を使って身の回りの世界がどう見えるのか，
を考えるようになった。他の講義の教室で，会場案内の仕事を
するライブ会場で，高校の友人と話す飲み屋で，小説を読む電
車内で。些細なきっかけで「これって社会問題かも」と考える。
毎年 12 月にはゼミ修了論文の構想発表がある。自分が何を追究
したいのか，発表が上手くいかないと，泣きたくもなる。でも，
文献で学んだことを胸に自分の問うべきテーマを見つける過程
は，今の自分の大きな糧になっていると思う。それは，ゼミで

Photo by Saburo H
orikaw

a.
Photo by Saburo H

orikaw
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しか経験できないこと，ゼミでしか得られない力だと思う。先
生の小さな研究室で濃密な議論をし，時にはコーヒーを飲みな
がら堀川先生のスーツ談義に耳を傾ける。自分の限界に挑む “社
会学的 1000 本ノック” を通じて自分を見つめることができる。
堀川ゼミとは，そんな空間なのではないかと思う。（7 期生・前
田尚希［在籍当時に書かれたもの］）

□　贅沢な時間

大学に入って間もない頃，高校と大学との違いを教授たち
は「大学は高校のような勉強とは違い，自分の興味がある

ものを研究できるおもしろい場所だ」と言っていた。たが，私
は 1 年次が終わっても大学をそのようにおもしろい場所だとは
感じることができなかった。飲み会では「大学ってこんなもん
か。案外退屈だな」と友達と語っていた。しかし真剣に学問を
学びたいと思い堀川ゼミに入ってほぼ一年がたった今，飲み会
でそんな話はもうしないだろう。研究室で行われるゼミは，ひ
とつの議題に関してみんなで頭を悩ませて議論をする。「サブゼ
ミ」では時間を忘れて，学部棟閉館ぎりぎりまで続く議論になる。
議論，議論，そしてまた議論‥‥‥。疑問点があれば他の文献
を読む。文献を読めば読むほど自分の無知さが証明されていく。
学問を学ぶことはゴールの見えない苦しみでもあるが，今まで
経験したことのない “おもしろさ” も感じることができる。こ
のゼミを通じて一年間学んできた今，自分が研究すべきことが
視えてきた。来年時からはもっと大学をおもしろい場所にでき
るかも知れない。多くの本に囲まれ，テーブルランプの暖かい
明かりが照らすなかで行われるゼミ。熱くなった議論のあとは
ジャズを聴き，知的好奇心を掻き立てられる先生の話で余韻を
過ごす。大学でこんな贅沢な時間を過ごせる場所が他にあるの
だろうか？（8 期生・佐々木健太［在籍当時に書かれたもの］）

□　堀川ゼミを振り返って

「この感覚は，どのような言葉に置き換えられるのだろう」。
フィールドにいる時はもちろん，最寄り駅から自宅ま

での時間など，ふと気がつくと卒論テーマと向き合い，「言葉」
を紡ぎだそうとしながら日々格闘している自分がいた。「これ
だ」と思える「言葉」に出会った瞬間には，冷や汗がジワっと
でてくる。卒論を書く「楽しさ」が，締め切りが迫れば迫る程，
不思議と増していった。卒論の構想は何度練り直しただろうか。
練り直す度に本気で向き合い，議論をしてくれるゼミの同期，
そして堀川教授がいた。時にはまったく違う角度からボールが
飛んでくることや，真っ向からの直球ストレート勝負の時もあ
る。その場では，バットにボールを当てることに必死だ。だが，
そこでゼミ終了後の「自主練」をやるかやらないかは自分次第。

「自主練」があるかないかでボールの見え方，捕らえ方は全く異
なってくる。そして，私の知るゼミ生達は，その「自主練」を
進んでやっていた。答えはすぐにはわからない。だが，また一
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から考えなおすことはできる。正規のゼミ時間以外でも，あれ
ほど熱く議論ができたこと，「切磋琢磨」とはまさにこのことだ
と思った。自らのテーマに対する追究は，卒論を持って終わっ
たわけではない。むしろこれが，始まりだと言っても過言では
ない。大学を卒業しても堀川ゼミで身に付けた学びの姿勢は，
決して衰えないだろう。堀川ゼミで学びたいという意思があれ
ば，「知的興奮」に出会えるはずだ。しびれるような議論，そし
て自らの探求したいテーマととことん向き合い突き詰めた先に，
また新たな発見や出会いが待っているのかもしれない。（8 期生・
田沢 穂［在籍当時に書かれたもの］）

□　「問いかける」堀川ゼミ

ゼミ活動に関してみなさんそれぞれのイメージを持たれてい
る事と思います。「自分のやりたいテーマって何だろう」「就

職活動に役立つのかな」等々。僕が一年間堀川ゼミで過ごして
感じたのはこうです。「常に問いかける事が要求される」。ゼミ
の宣伝文としてこれはキャッチーでは無いので失格かもしれま
せんね。しかし情報が 10 年前よりも格段に量が多くなっている
現代において，この「問いかける」作業はより重要度を増して
いるとの認識を持っています。これは今回の地震関連のメディ
アの問題のみならず，絵画・音楽といった芸術活動にも，そし
て先程の自分のテーマを決める事，更には自己との対話の手段
としても必要とさえ僕は思うのです。さて，これはこれまでの
ゼミの感想でありまして，僕ら 3 年生のゼミでは，社会学の話
に付随して天野さんの映画の話，僕の音楽の話が縦断的に扱わ
れ，時には無知識を叱咤されつつも ( 苦笑 )，先輩の的確なコメ
ントとともに，刺激的な時間を過ごしています。このゼミが一
般的な「就職活動」に役立つかは，僕はまだ分かりませんが，
想像とは違う次元の楽しみがあると，一年過ごしただけでも言
えるゼミであるのは間違いないです。（9 期生・大原 巧［在籍当

時に書かれたもの］）

□　「学生をあきらめていない」堀川ゼミ

「先生が学生をあきらめていないところです」。僕が学部 3
年生の時，堀川ゼミは学内誌のゼミ紹介という特集で

取り上げられた。冒頭の言葉は，その特集のためのインタビュー
で，堀川ゼミの良いところを聞かれたときに，僕が答えたものだ。
当時の僕は，この言葉をうまく説明できなかった。けれども 3
年経った今，少しはこの言葉を説明できるような気がする。僕
が社会学部に入学して，いくつかの授業やゼミを経験していく
なかで感じたのは，他の先生に比べて堀川先生が「研究者」と
して教壇に立っているということだった。大学の先生というの
は，「教師」と「研究者」という二つの顔を持っている。多くの
先生が教師として学生に接する一方で，堀川先生は第一線の研
究者として，学生に向き合っているように私は感じた。これを
感じたとき，他の先生に比べて，堀川先生が学生に対して「あ
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きらめていない」と思ったのだろう。当時のこの認識は，いく
つかの誤解を持ったものかもしれない。しかし，全く間違った
ものでもないと，堀川ゼミを経験した僕は思う。（10 期生・松
山雄大［上智大学大学院博士課程在学中］）

□　何とも言えない「達成感」

私が大学に入って 1 年経とうとしている時に，ふと思ったこ
とが「このままでいいのだろうか？」という事でした。友

達もできて，サークル行ったりバイトしたり遊びに行ったりと
楽しい学生生活を送っていました。でも，授業に出て，レポー
ト出してテスト受けて成績が出て……最低限，単位をもらうた
めに「そつなくこなす」ことが出来ていればいいという感覚に
なっていた自分に気づいたのです。面白そうだと思って社会学
部に入ったのに，サークルとか勉強以外のところばかり充実し
て，社会学の事を全然知らないままそれなりに単位を取って卒
業してしまいそうな自分がいました。大教室で講義を受けてい
る受け身のままでは，中学・高校と変わらないと思い，堀川ゼ
ミに入りました。文献を読んでレジュメを作った後，ゼミで密
度の濃い時間を過ごした後はいつも反省点を噛みしめながらも，
何とも言えない達成感がありました。たぶん，一週間の中でゼ
ミの事をしている時が一番頭を使っていると思います。逆に言
えばゼミに入っていなければそんな経験はめったになかったと
思います。ゼミに入って 1 年経っても毎回ゼミの前は緊張と不
安でいっぱいですが，今日は議論でどれだけのことが学べるか
な，と楽しみでもあります。自分はまだまだだな，と思う時が
たくさんありますが，1 年生の時よりももっと濃くて楽しい学
生生活を送れるようになったと実感しています。（12 期生・森
岡 藍［在籍当時に書かれたもの］）

□　自分の問いを立てる，自分の頭で考える

この 1 年間，堀川ゼミで感じたことは常に自分に問いかけ，
その問いの答えを考えることが要求されるということで

す。うまく問いが思いつかず自分はまだまだだと実感すること
もたくさんありました。しかし次のゼミの時間ではしっかり問
いを立てられるように自分の頭で考えて問いに答えられるよう
に調べることで，少しづつではありますが視野が広がったと感
じます。堀川ゼミの 1 年間は正直大変でしたがその分得たこと
も大きかったなと思います。（13 期生・真鍋佳那子［在籍当時に

書かれたもの］）

□　世界が広がるきっかけ

私は，社会学とはどんな学問なのかよく知らずに社会学部に
入り，よく分からないまま 1 年生を終えてしまった。堀川

ゼミでは社会学の根幹の部分をゼミの仲間と文献を吟味しなが
ら学ぶ。そこで学んだ社会学の考え方は個人の研究を進めてい
くうえで応用し，社会学の方法を実践していく。また、日常生
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活で起きる出来事やニュースで報道される出来事に関しても自
分なりの考え方を持つようになったように思う。堀川ゼミに入っ
ていなかったら絶対に読まない文献を手に取るようになり，世
界が広がるきっかけになった。（13 期生・青木明澄［在籍当時に

書かれたもの］）

□　言葉にならないものとの格闘

私は地元から県外に進学する時に感じた周囲の人から強い圧
力をなぜ感じるのかを 3 年間のゼミ論文のテーマとして取

り組みました。大学 1 年生の時，外から地元を見ていた私はそ
のことにモヤモヤを感じつつも，当時の私には，この疑問を明
快に語る力量はありませんでした。しかし，2 年生になりゼミ
に入ってから，週一回のゼミで先生や同期との議論を通して，
物事を考え，深めていく上での基礎を鍛えることができました。
また，本やインタビューを通して知識を得ることで，最終的に
自分なりの答えを出せました。これだけ聞くと敷居が高いよう
に思えますが，私も失敗を繰り返し，試行錯誤し，ようやく卒
業論文で論文の形に出来たので，最初から何もかも出来た訳で
はありません。最初はレジュメをどのように作るか，どのよう
に本を読むかをゼミ生や先生と一緒に考えて積み上げていくの
で，自分の興味があることに懸命に取り組んでみたい人にはピッ
タリなゼミだと思います。また，合宿やバーベキューなど先輩
や後輩と交流できるイベントもあるので，勉学以外も充実して
います。（14 期生・宮里遼大［在籍当時に書かれたもの］）

□　堀川ゼミという環境の教育力

大学における学びとは何か―みなさんは、この問いにどのよ
うに答えるでしょうか。私なら、次のように答えます。「大

学における学びとは、自分の中にある心からの問いを突き詰め、
言葉で説明できるようになることである」と。堀川ゼミでは 3
年間同じテーマで研究を続け、論文を執筆します。心からの問
いと長期間向き合い、それを解き明かすことは高校までの学習
とはアプロ―チが大きく異なり、その道のりは決して楽ではあ
りません。しかし、堀川ゼミではそうした自身の問いと向きあ
うための環境が整っています。2 年次では社会学の基本的な文
献を読み進めるため、自分の問いを言語化し、論文を執筆する
ための地盤を形成することができます。また、学生の言いたい
ことを汲みながら切れ味鋭いコメントをくださる先生や、同じ
目標を持ち、論文の一読者として違った視点からアドバイスを
くれる仲間の存在が論文の執筆を後押ししてくれます。ここま
で聞くと私がはじめから勉強熱心だったように思えるかもしれ
ませんが、かくいう私もゼミに入る前まではなんとなく授業を
受け、テストの点を稼ぐために勉強する一学生でした。そんな
私も堀川ゼミに入ってからは「この授業の〇〇理論、使えるか
もしれないな」と考えるようになるなど、他の授業を受ける姿
勢も変わりました。入ゼミから最後まで楽しみながら卒業論文
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を執筆できたのは、堀川ゼミのもつ「環境の教育力」のおかげ
だと確信しています。大学における学びを経験したい、周りの
仲間に刺激を受け、切磋琢磨しながら問いを突き詰めたい—そ
んな人にお勧めしたいゼミです。（16 期生・森田遼太・横浜市
役所勤務）

□　学ぶことの楽しさと美味しさ

三年間のゼミ生活において学んだのは「一歩踏み出せば、道
は拓ける」ということです。悩みながらも参加した小樽で

のフィールドワークでの学び、そしてゼミ合宿の文献選びの中
で偶然出会った M. アルヴァックスの記憶論は私の卒業論文の
重要な核になってくれました。それらは、堀川先生の「まずは
書いてみよ、やってみよ」という言葉や、ゼミ生の励ましに支
えられたからこそ挑戦し、成し遂げられた結果であったと思い
ます。自身の立てた問いと向き合うことは、苦しみも伴います
が、一歩踏み出せば今まで見えなかった世界の広がりを感じる
ことが出来ます。そんな学問する楽しさを知ることが出来たこ
と、そして共に切磋琢磨できる仲間に出会えたことは私の人生
において大きな財産になりました。堀川ゼミで学ぶことが出来
て本当に良かったです。（16 期生・川村麻衣・東京都庁勤務）

□　自由でどこまでも行ける場所

私にとっての堀川ゼミとは、「自由でどこまでも行ける場所」
です。「自由」というのは、堀川ゼミ全般に言えることで

す。例えば、堀川ゼミの 3 大イベントである、BBQ、ゼミ合宿、
卒論口頭試問は、企画や準備、当日の運営ともに学生に任され
ています。また、本ゼミに持参するレジュメの体裁や論文の
テーマなども基本的には学生の自由が尊重されます。このよう
に、堀川ゼミでは、教授から科される制約が少なく学生の自主
性が尊重されるので、自分のしたい研究やゼミ活動に自由に打
ち込めます。次に、「どこまでも行ける」というのは、「その気
になればいくらでも研究に打ち込める」ということです。それ
は、堀川教授が学生を諦めていない、というのが大きな理由です。
特に堀川教授の論文に関する指導には妥協がありません。ゼミ
生の論文を少しでも良いものにしようと、全力で指導をしてく
ださいます。ゆえに、学生はどこまでも研究を深めることがで
きるのです。また、ゼミの仲間も、切磋琢磨の中で自分の研究
を強くサポートしてくれるのは言うまでもないでしょう。以上
のことから、堀川ゼミとは、「自由でどこまでも行ける場所」な
のです。（16 期生 ・川瀬尚大・鎌倉市役所勤務［在籍当時に書かれ

たもの］）

□　留学生の私が見た堀川ゼミ

堀川ゼミでは、3 年間をかけて「自分の問い」を探り、それ
を問い続ける。この中核をめぐって、充実した読書と議論

が行われていた。社会学の基本文献ないし古典を読み、教授や
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ゼミの仲間と議論することは、「自分の問い」について思考する
ための素養を養うことになる。このゼミでの学習に関する部分
は「充実」の域をかなり超えていた時もあったが、外国人であ
る私でもなんとか乗り越えることができた。卒業してから振り
返るということをするまでもなく、その場で確実に楽しさを感
じていた時期も沢山あったように思う。つくづく、ゼミの選択
は大学生活を大きく左右するという気がする。もし大学で学問
の道を歩むことを考えている、あるいは「自分の問い」が環境
社会学・都市社会学の分野にあるのなら、このゼミは選択とし
てベストだと思う。（16 期生・陳黄作明・株式会社ワタル勤務［在

籍当時に書かれたもの］）

□　私が大学を辞めないわけ

私は , もし堀川ゼミと出会っていなかったらきっと大学を辞
めていただろう。大袈裟に言っているように聞こえるかも

しれないが本当のことなのだ。勉強なんて本を読んで知識をつ
けることだと思っていた（正確にはその当時本をあまり読んで
いなかったが）私にとって，毎週共通の文献を読み，レジュメ
を作り，議論するというベーシックなスタイルで見方によって
は単調なゼミでの一年間は私を大きく変化させた。暖かい電灯
の灯る小さな研究室の中で，仲間の読み方，教授の読み方を知る。
毎回が発見の連続だった。議論が行き詰まったときには、そっ
と教授が手を差し伸べる（しばしば起こる教授の長い長い脱線
も最終的に議論の終着点にぴったり辿り着くのがこれまたすご
い）。分かるということは分けること，そうして物事を分割して
いく中で，一見すると関係のない事柄がどんどん結びつき，自
分の世界の見方が少しずつ変わっていく。この感覚は，共に学
ぶ仲間そして堀川教授がいるゼミの空間がなければ味わうこと
ができなかったように思う。（16 期生 ・笹川登夢［在籍当時に書

かれたもの］）

□　本当の学び

私が堀川ゼミに入った理由は、中途半端な学びではなく、こ
れを頑張ったと自分で納得できる学びを学生時代に得たい

と思ったからだ。堀川ゼミでの活動は、常に自分で考え、それ
を言葉にしないことには始まらない。これこそが学ぶというこ
となのだと思う。かつての私は、誰かの発言を特に自分自身の
中でかみ砕いて考えることなく、鵜吞みにしてしまってた。だ
が今は、まず自分で考え、そして自分自身の言葉を持つという
ことを大切にしている。私は堀川ゼミで、教授と仲間とともに、
本当の学びに出会うことができたのだ。（17 期生・田口智尋・
住宅設備メーカー勤務）

□　「考える力を養う」

堀川ゼミは、“考える力” を養うことのできる場所です。原
発事故があった日本で、原発が稼働し続けるのはなぜだろ
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う。パリのように統一感のある街並みと比べて、日本の都市が
雑然とした街並みなのはなぜだろう。このように、堀川ゼミで
は「自ら自由に問いを立て、その答えを考える」ということを
繰り返し行います。時には、その問いをゼミ生同士で議論しま
す。議論のときは、自分の考えを、他の人に分かりやすいよう、
言葉にする力が問われます。やってみると意外と難しい。誰で
も最初からできるわけではありません。だからこそ、ゼミでは
安心して失敗できる場でもあります ( 笑 )。私が堀川ゼミで失敗
を重ねながら培ってきた、“考える力” は社会人になっても役に
立つと確信しています。実りある大学生活を過ごしたいと考え
ている人は、ぜひ堀川ゼミへ！（17 期生・大槻 光・リノベーショ
ン関連会社勤務）

□　大学ならではの学び

堀川ゼミは、社会学やそれ以前の学問をするにあたっての基
本的な部分はもちろんのこと、それぞれの研究分野に関し

て、先生や他のゼミ生達と話し合う中でより深いものとしてい
ける環境であると感じます。また、否が応でもたくさんの文献
と触れる機会があるため、意外と経験できない大学ならではの
学びができ、気づきを得られることが多くあります。大変に思
うかもしれませんが、その分得られるものは段違いに多いため、
学問をしっかりと修めたいと考えている人にはピッタリなゼミ
だと考えます。（19 期生・吉江雄登［在籍当時に書かれたもの］）

□　多くのヒントが隠れる場

大学の学びと高校までの学びは異なるという言葉は、１年生
当時の私にはピンと来ない言葉でした。しかしながら、上

手く説明できないものの、「確かに違う」と 2 年生の私に教えて
くれたのが堀川ゼミでした。堀川ゼミは、文献を読む力、意見
を明瞭に伝える力、レポート作成の作法、良質な議論の展開方
法、そして、じっくりと思考し問いと向き合う時間と契機を提
供してくれる、最良の場であると考えています。大変な部分も
多くありますが、私は堀川ゼミを選んで良かったと感じていま
す。（19 期生・𣘺立大駿・讀売新聞記者［在籍当時に書かれたもの］）

□　過去の自分に拍手を

堀川ゼミを 1 年間経験してみて、自分の考える力がいかに足
りなかったのかを思い知らされた。文献の核を捉えきれず、

ただの要約でしかないレジュメを書くので精一杯だった。ただ
課題を出して単位を取るというだけの機械的で味気ない大学生
活を送っていた私にとって、ゼミでの学びは負荷が大きすぎた
のかもしれない。しかし、それだけ得られたものもたくさんあっ
たように思う。このゼミでは文献をただ読み込むのではなく、
自分なりの観点を持って分析し、思考を深め、それを言葉にし
ていく。その過程で得られたものは、自分の論文に還元される。
最終目標である卒業論文は、大学生活の集大成となるだろう。
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私も先輩方のような素晴らしい卒論を生み出せるように、これ
からも研鑽を積み重ねていきたい。自分の力で問いを立て、そ
れを丁寧に育てていくこと、これこそが大学でしかできない学
びであり、堀川ゼミで体験出来ることだ。本気で大学の勉強を
してみたい！と思い堀川ゼミの門を叩いた過去の自分に拍手を
送りたい。大学生活で何かを成し遂げたい、一緒に頑張ること
ができる仲間を作りたい、と思っている人は是非堀川ゼミへ！

（20 期生・越後日向子［在籍当時に書かれたもの］）

□　熱心で気さくな先生、切磋琢磨できる仲間

堀川ゼミでは、社会学の基礎や大学での学び方を一から教え
てくれるので、学びの土台が着実に固まっていくのを毎回

のゼミが終わるたびに感じました。毎週のゼミでは指定された
文献のレジュメを全員が作ってこなくてはならないため大変苦
労しましたが、その分問いを立てて本を深く読む力や自分が立
てた問いから思考を深める力、自分の思考を文章にまとめる力
が養われ、学期が終わった際には大きな達成感がありました。
また、堀川先生はとても気さくで熱心な先生で、学生の疑問に
丁寧に答えてくださる他、学生同士の主体的な議論を尊重して
くださります。そのため、ゼミは多くの時間が学生同士の議論
に時間が当てられ、先生は議論の補助をしてくださったり、最
後に総括してくださったりして助けてくださります。毎年秋学
期に各自が書くゼミ論文のテーマ選びや文献選びも学生主体で
す。ゼミの雰囲気は、「堀川ゼミは厳しい」という噂のせいか、
少人数でやる気のある学生しか集まらないので、手を抜けない
良い緊張感の中で仲間と切磋琢磨できる環境です。（20 期生・
成岡優輝［在籍当時に書かれたもの］）

■ 現役生も語る——現在形としての「堀川ゼミ」

□　考える力が身につくゼミ

私は堀川ゼミが社会学を基礎から学び，自分の中にある問い
を見つけて論理的に考えることができる場所だと思う。毎

週の社会学に関する文献講読による文献の問いを考えて議論を
することは学年末に執筆するゼミ論文での自分の中にある問い
を考えることにも繋がる。このように問いが何かを考えて議論
することは取り組むことは主体的にゼミに参加することになる
のだろう。私は堀川ゼミの時間で主体性をもって取り組むこと
で参加意識が高まり，大学生活の中で有意義なものになってい
ると実感する。また，自分の中にある問いがわからなくなって
も堀川先生やゼミ生によるアドバイスがあり相談しやすい環境
であるから失敗を恐れずに参加することができる。私は真剣に
指導してくださる堀川先生や堀川ゼミで学ぶ意志がある仲間が
いるから堀川ゼミを続けて自分の中の問いを見つけ出したいの
である。（21 期生・落合美月）
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□　なくてはならない空間

当たり前だが，入ゼミ時は文献の読み方も，議論の仕方も，
問いの立て方も分からない。だからと言って，堀川先生が

初めから答えを出してくれることは無い。ぎこちないながらも
議論を通して，他のゼミ生や堀川先生がどのように文献を読み，
問いを立てのるかを共有することで自分には無かった視点を獲
得することができたと感じている。またゼミでは自分の考えを
適切に相手に伝わるようにするための，言語化の力も鍛えられ
た。自ら問いを立て，それと向き合う場というのが学問におい
ては必要不可欠である。うっすらとした自分の ｢ 問い ｣ がゼミ
の中で磨かれていくのが実感できる堀川ゼミはまさに私にとっ
て無くてはならないものとなっている。（21 期生・島袋光弥）

□　真面目に学問をするゼミ

私がこの 1 年間堀川ゼミで学んで感じたことは，ちゃんと真
面目に学問をするゼミだということです。この 1 年間では，

ゼミ生全員が社会学の基礎的な文献を読み，レジュメを用意し
て来た上で，堀川教授も混ざって議論をするということをして
きましたが，全員があらかじめレジュメを書くレベルまでしっ
かりと読み込んできてから議論をするため，普通に読んだり他
の講義で聞くよりも，より文献について理解を深めることがで
きると思います。また，たとえ議論が詰まることがあっても，
堀川教授の分かりやすい説明によって理解をすることができま
す。私は堀川ゼミに入ったことで，大学生としてただ遊ぶだけ
ではなく，真面目に学問することができるようになったと思っ
ています。そのことから，大学生として真面目に学問をしたい
という人には堀川ゼミをオススメしたいです。（21 期生・小泉
琉斗）

□　ゼミの中だからこそ失敗できる

堀川ゼミでは，社会学の基礎から学ぶことができる。ゼミで
の活動内容は，毎週読み込んできた文献のレジュメを作成

し，それについて議論するというものである。本の内容はもち
ろん，一歩踏み込んだメタ分析も行う。堀川先生も話し合いが
上手くいくように助言をしてくださるが，答えを導くことは練
度のいる工程であり，容易ではない。文献を読むときもその作
者が立てたであろう問いや議論点を探しながら読む。このゼミ
に繰り返し参加することで文献を読む力，それを分析し議論す
る力が培われる。少人数のゼミであり，各々の視点や意見が重
要になってくるため，自分で考える力が大変身につく時間にな
る。ゼミの中だからこそ失敗できる上，緊張感のある場だから
こそ学べるものがあると思う。厳しいときもあるが仲間と励ま
し合って勉強できる環境であり，大学でしっかり学びたい方に
おすすめできるゼミです。（20 期生・花輪泉宏）
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□　偽りのない自分に出会う場所

堀川ゼミの魅力は何度も失敗できる点にある！── I ゼミを
終えたとき，私はそう考えていた。しかし，もう一年間こ

のゼミで学ぶなかで「失敗してもいい」という言葉は表面的す
ぎるのではないかと考えるようになった。私の II ゼミ生活は，
当初取り組んでいた問いが自分の腹の底からの問いではないと
気づく，いわば盛大な失敗から始まった。そこから，本を読ん
で，足を動かして，人と話して，迷走してようやく自分なりの
問いに行き着いたが，普段は表に出すことのない自分の声に向
き合うことでしか問いは生まれなかった。つまり，私にとっては，
失敗しながら腹の底からの問いを見つけることは嘘偽りない自
分に出会うことであり，それを可能にしたのがゼミでの学びだっ
たのだ。社会学を通して様々な「方法」を学び，失敗を重ねて
自分と問いを磨く場がこのゼミであり，ここにはその過程を笑
う人は誰もいない。失敗できることだけが堀川ゼミの魅力では
ない。失敗の先で先生や友人と共に真剣に自分と向き合えると
ころがこのゼミの魅力だと，今はそう思う。失敗を繰り返しな
がら自分に向き合い，社会学を修めたい人はぜひ堀川ゼミに入っ
てほしい。（21 期生・高橋 慧）■
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